
1010
№１５１号№１５１号

　２　まちのうごき　２　まちのうごき

　　　　平成２８年度決算報告　　　　平成２８年度決算報告

　６　まちからのおしらせ　６　まちからのおしらせ

　　　　香美町ならではの教育の挑戦　　　　香美町ならではの教育の挑戦

　　　　こちら香美町役場神戸営業所です　　　　こちら香美町役場神戸営業所です

１４　まちのできごと１４　まちのできごと

１６　香美町地域おこし協力隊 日記１６　香美町地域おこし協力隊 日記

別冊　けいじばん、いきいきカレンダー別冊　けいじばん、いきいきカレンダー

今月の内容今月の内容

写真写真

コシヒカリの種子の稲刈りをする生産者（村岡区神坂）コシヒカリの種子の稲刈りをする生産者（村岡区神坂）

平成29年(2017年 )平成29年(2017年 )

ふるさと香美ふるさと香美
こどもたちに 夢と未来を つなぐまちこどもたちに 夢と未来を つなぐまち

広
報
広
報
HOME KAMI Public RelationsHOME KAMI Public Relations



広報 ふるさと香美 2017.10 － 2

まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

歳入
145 億 1,292 万円

　平成 28 年度の決算がまとまり 9月定例町議会で承認されましたので、概要をお知らせします。

　一般会計と７つの特別会計を合わせると、歳入総額は 201 億 5,653 万円、歳出総額は 197 億 3,626 万円となり、

4億 2,027 万円の黒字となりました。

　なお、貯金である基金の残高（一般会計）は、67 億 9,509 万円（前年度比 3億 4,980 万円増）で、そのうち財

政調整基金は 32 億 2,920 万円です。

　また、借入金である町債の残高（全会計）は、383 億 2,833 万円（前年度比 3億 2,119 万円減）となっています。

※ この記事中の表、グラフの合計は、四捨五入の関係などで合わないことがあります。

平成 年度28
を報告します決算

●問い合わせ先　役場財政課

※
用
語
の
解
説
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付
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歳出
目的別

民生費（福祉や子育て支援）…………………………139,793 円

公債費（借入金の返済）………………………………121,359 円

教育費（学校整備や社会教育の振興）………………110,605 円

総務費（戸籍や徴税、行政運営）……………………100,620 円

衛生費（ごみ処理や健康増進）………………………  96,011 円

土木費（道路、橋の整備や除排雪）…………………  81,418 円

農林水産業費（農林水産業の振興）…………………  46,854 円

商工費（観光や商工業の振興）………………………  35,332 円

消防費（消防や防災）…………………………………  29,956 円

その他【議会費・労働費】（議会運営や労働対策）…   6,145 円

※平成 29 年 4 月 1日現在の住民基本台帳人口 18,387 人を基に計算

町民 1人当たりに使われたお金は 768,093 円

▼一般会計決算状況

28 年度 27 年度 増　減

歳入総額 145 億 1,292 万円 152 億 1,450 万円 △ 7億　159 万円

歳出総額 141 億 2,293 万円 148 億 2,308 万円 △ 7億　　15 万円

形式収支 3億 8,999 万円 3億 9,143 万円 △ 144 万円

繰越財源 3,557 万円 3,842 万円 △ 286 万円

実質収支 3億 5,442 万円 3億 5,301 万円 141 万円

財政調整基金…予測できない収入の減少や支出の増加に備える基金

減債基金…公債費（借入金返済の費用）の増加に備える基金

▼基金残高の推移（一般会計）

財政調整基金 予測できない収入の減少や支出の増加に備える基金

28 年度 27 年度 26 年度

財政調整基金 32 億 2,920 万円 30 億 4,387 万円 28 億 1,448 万円

減債基金 9億 6,527 万円 8億 3,157 万円 2億 4,199 万円

特定目的基金 17 億 9,674 万円 17 億 6,602 万円 12 億 3,061 万円

定額運用基金 8億　387 万円 8億　382 万円 8億　379 万円

合計 67 億 9,509 万円 64 億 4,528 万円 50 億 9,087 万円

▼町債残高の推移（全会計）

28 年度 27 年度 26 年度

一般会計 200 億　222 万円 197 億 3,333 万円 185 億　524 万円

特別会計 4,110 万円 4,242 万円 4,750 万円

企業会計 182 億 8,500 万円 188 億 7,377 万円 195 億 1,352 万円

合計 383 億 2,833 万円 386 億 4,952 万円 380 億 6,626 万円
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進
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平
成
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年
度
は

こ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
ま
し
た

▼平成 28 年度一般会計・特別会計決算状況

歳　入 歳　出 差引額

一般会計 145 億 1,292 万円 141 億 2,293 万円 3億 8,999 万円

特別会計 56 億 4,361 万円 56 億 1,333 万円 3,029 万円

合計 201 億 5,653 万円 197 億 3,626 万円 4億 2,027 万円

固定資産税 9億 2,775 万円 (52.2%)

町民税 6億 7,551 万円 (38.0%)

町たばこ税 9,872 万円 (5.5%)

軽自動車税 6,193 万円 (3.5%)

入湯税 1,425 万円 (0.8%)

▼町税の内訳
諸収入 5億　760 万円

繰越金 2億 1,443 万円

繰入金 1億 5,081 万円

使用料・手数料 1億 3,808 万円

寄附金 1億　583 万円

分担金・負担金 5,884 万円

財産収入 3,798 万円

▼諸収入ほかの内訳
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　企業会計は、地方公営企業法を適用しており、民間企業とほぼ同じ複式簿記

などにより経営の内容をより明らかにしている会計です。

●公立香住病院事業
　入院患者数は 1万 907 人（前年度比 6.1％減）、外来患
者数は 4万 7,969 人（前年度比 1.9％増）となりました。
　また介護老人保健施設の入所者数は 1万 5,851 人（前
年度比 1.9％減）、居宅介護利用者数は 651 人（前年度比
7.4％減）で、いずれも減少しましたが、訪問看護利用者
数は 2,469 人（前年度比 8.1％増）に増加しました。
　今後も地域医療の維持、確保に努め、町民の皆さんに
親しまれ、信頼される病院を目指します。
●水道事業
　平成 28年度の年間有収水量は、227 万 2,100㎥（前年
度比 3.3％減）となりました。
　施設整備としては、守柄簡易水道の上水道事業への統
合を進めるため、配水管新設工事を、村岡中区簡易水道
で日影水系の村岡浄水場への統合整備を進めるため、日
影ポンプ場整備工事を実施しました。

　また、水源の安定的な取水を行うため、小代簡易水道
で取水施設および導水管新設工事を、訓谷簡易水道で水
源調査を実施しました。長井簡易水道では配水管の布設
替工事などを実施し、安心・安全な水の安定供給に努め
ました。
●下水道事業
　平成 28年度末における接続率は 75.2％（前年度比 0.4
ポイント増）となりました。
　施設整備では、矢田川クリーンセンターで受入を行っ
ていたし尿・浄化槽汚泥を香住浄化センターで受入・処
理するために必要となる施設を整備するため、「香住浄
化センター汚水処理施設共同整備工事」を実施しました。
また、これに伴い、水処理施設の 2系列運転が必要にな
ることから、「香住浄化センター水処理施設更新工事」を
実施しました。

貸借対照表

資産の部 239 億 6,402 万円

固定資産 236 億 1,502 万円

流動資産 3億 4,900 万円

負債・資本の部 239 億 6,402 万円

固定負債 133 億 7,737 万円

流動負債 12 億 8,595 万円

繰延収益 111 億 3,882 万円

資本金 15 億 5,283 万円

剰余金 △ 33 億 9,095 万円

収益的収入および支出など

収益的収支差引（税抜き） 965 万円

収入 16 億 7,254 万円

支出 16 億 6,290 万円

資本的収支差引（税込み） △ 4億 8,599 万円

収入 8億 1,892 万円

支出 13 億　491 万円

●下水道事業

貸借対照表

資産の部 73 億 7,626 万円

固定資産 69 億 6,590 万円

流動資産 4億 1,036 万円

負債・資本の部 73 億 7,626 万円

固定負債 29 億 5,293 万円

流動負債 3億 2,706 万円

繰延収益 23 億 1,310 万円

資本金 21 億 6,171 万円

剰余金 △ 3億 7,854 万円

収益的収入および支出など

収益的収支差引（税抜き） △ 1億   864 万円

収入 4億 8,260 万円

支出 5億 9,124 万円

資本的収支差引（税込み） △ 1億 6,481 万円

収入 2億 9,849 万円

支出 4億 6,330 万円

●水道事業

貸借対照表

資産の部 15 億 8,046 万円

固定資産 13 億 9,961 万円

流動資産 1億 8,085 万円

負債・資本の部 15 億 8,046 万円

固定負債 5億 8,223 万円

流動負債 3億 2,442 万円

繰延収益 328 万円

資本金 34 億 2,604 万円

剰余金 △ 27 億 5,551 万円

収益的収入および支出など

収益的収支差引（税抜き） △ 2,094 万円

収入 12 億 5,546 万円

支出 12 億 7,639 万円

資本的収支差引（税込み） △ 7,875 万円

収入 1億 2,183 万円

支出 2億　　58 万円

●公立香住病院事業

会計名 歳入 歳出 差引額

国民健康保険事業 30 億 3,358 万円 30 億 1,978 万円 1,381 万円

事業勘定 27 億　778 万円 27 億　353 万円 426 万円

佐津診療施設勘定 1,961 万円 1,961 万円

兎塚・川会診療施設勘定 3,321 万円 3,321 万円

小代診療施設勘定 1億 6,664 万円 1億 6,664 万円

兎塚・川会歯科診療施設勘定 1億　633 万円 9,678 万円 955 万円

後期高齢者医療保険事業 2億 8,113 万円 2億 8,013 万円 100 万円

介護保険事業 22 億 6,405 万円 22 億 4,898 万円 1,507 万円

財産区 87 万円 46 万円 41 万円

町立地方卸売市場事業 157 万円 157 万円

国民宿舎事業 3,062 万円 3,062 万円

矢田川憩いの村事業 3,179 万円 3,179 万円

合　計 56 億 4,361 万円 56 億 1,333 万円 3,029 万円

特別会計決算額

●国民健康保険事業
　被保険者数は年度平均で 4,992 人（前年度比 5.7％減）
で、一人当たりの医療給付費は、31万 6,023 円（前年度
比 5.2％増）となりました。
●後期高齢者医療保険事業
　年度末の被保険者数は 4,028 人（前年度比 0.5％増）で、
一人当たりの医療給付費は69万9,461円（前年度比2.9％
増）となりました。
●介護保険事業
　年度末の第１号被保険者数（65 歳以上）は 6,853 人、
認定者数は 1,299 人、認定率は 19.0％で、介護給付費は
19億 8,246 万円（前年度比 0.8％減）となりました。
●財産区
　長井財産区の管理運営を行いました。
●町立地方卸売市場事業
　町立地方卸売市場は、漁獲量の減少などにより、せり
場の使用はなく、施設の維持管理を行いました。
●国民宿舎事業
　「ファミリーイン今子浦」の宿泊利用者数は 6,899 人（前
年度比4.9％増）、宴席者数は9,476人（前年度比28.2％増）
となりました。また、宿泊環境の向上を図るため、一部
客室の空調設備を改修しました。

●矢田川憩いの村事業
　「かすみ・矢田川温泉」の利用者数は、6万 3,951 人（前
年度比 5.1％減）となりました。

　特別会計は、町が特定の事業を行う場合、その事業で得られる収入を財源と

して支出するため、一般会計とは別に経理を行う会計です。特別会計

企業会計
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区　分
香美町算定結果

（平成 28 年度決算）
早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率
ー

（－）
13.62％ 20.00％

②連結実質赤字比率
ー

（－）
18.62％ 30.00％

③実質公債費比率
10.0％
（11.3％）

25.0％ 35.0％

④将来負担比率
98.0％

（103.4％）
350.0％ ー

※ 実質赤字比率、連結実質赤字比率は赤字が生じていないため、「－」と表
示しています。

※ 将来負担比率の財政再生基準は定められていないため、「－」と表示して
います。

※（　）内の数字は昨年度のものです。

健全化判断比率

区　分
香美町算定結果

（平成 28 年度決算）
経営健全化基準 備　考

公営企業における資
金不足比率

ー
（－）

20.0％ 資金不足額なし

※すべての会計で資金不足が生じていないため、「－」と表示しています。
※（　）内の数字は昨年度のものです。

資金不足比率

健全化判断比率

資金不足比率

①実質赤字比率

　一般会計など（本町では一般会計・矢田川憩いの村

事業特別会計の 2会計が該当）の赤字の状態をみる

もので、平成 28 年度決算では、3億 5,442 万円の黒

字となりました。

②連結実質赤字比率

　全会計の赤字と黒字の合計の状態をみるもので、平

成28年度決算では、8億952万円の黒字となりました。

③実質公債費比率

　一般会計の借入金の返済額と、特別会計の借入金の

返済額のうち一般会計が負担した額との合計額が、町

の標準的な収入額（税金、普通交付税など）に対して、

3ヵ年平均でどれくらいあったかをみるもので、自由

に使える財源の何割を返済金に充てているかを意味し

ます。

　平成 28 年度決算では 10.0％で、平成 27 年度決算

の 11.3％に比べて 1.3 ポイント改善しました。

　過去に実質公債費比率が高くなっていた原因は、学

校施設、道路、上下水道の整備を集中的に実施したこ

とや、公立香住病院と公立八鹿病院組合の整備のため

に多額の借入れをしたことによるものです。

　今後も事業の必要性を十分考慮しながら、緊急性の

高い事業を計画的に実施し、新たな借入金を最小限に

とどめ、過去に借り入れた町債の繰上償還を行うこと

などにより、比率は減少する見込みです。

④将来負担比率

　一般会計の借入金の残高と、特別会計すべての借入

金の残高のうち一般会計が負担するべき残高相当額の

合計額などが、標準的な収入額（税金、普通交付税な

ど）に対して何倍かをみるものです。

　平成 28 年度決算では 98.0％で、平成 27 年度決算

の 103.4％に比べ、5.4 ポイント改善しました。今後

も実質公債費比率と同様に更なる引き下げに努めてい

きます。

　病院・水道・下水道などの会計ごとに資金不足の状

態をみるもので、各会計の使用料などの料金収入額に

対する資金不足の割合を示しています。

　平成 28年度決算では、算定の対象となるすべての

会計（町立地方卸売市場事業・国民宿舎事業・公立香

住病院事業・水道事業・下水道事業）で資金不足は発

生していません。

財政の指標
町の財政健全化判断比率・資金不足比率とは？

　地方公共団体の財政を適正に運営することを目的と

して「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が、

平成 19年 6月に公布されました。

　財政健全化判断比率は①実質赤字比率②連結実質赤

字比率③実質公債費比率④将来負担比率――の 4指

標で、そのうち 1つでも早期健全化基準、財政再生

基準以上となった場合は、それぞれ「財政健全化計画」、

「財政再生計画」の策定が義務づけられ、早期に財政

状況を改善することが求められます。

　資金不足比率は、公営企業会計ごとに算定し、その

比率が「経営健全化基準」以上となった場合、「経営

健全化計画」の策定が義務づけられ、同様に早期の経

営改善が求められます。

　この法律に基づき、平成 28年度決算により算定し

た結果、いずれの指標についても早期健全化基準など

を下回っています。
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●問い合わせ先　町教育委員会教育総務課

　本町では平成 24 年度から「日本一のふるさと給

食」の実現に向けて、町をあげて取り組んでいます。

　豊かな地元産の食材をふんだんに使った愛情あふ

れる学校給食を子どもたちに提供することで、子ど

もたちが農林水産業への理解を深め、ふるさとを大

切にする心を育むことと地元食材の活用による地域

活性化を目指しています。

～めざせ！日本一のふるさと給食～～めざせ！日本一のふるさと給食～

　昨年度多くの来場者でにぎわった「ふるさと給食

取組展・試食会」を今年度は小代小学校で開催しま

す。この機会に小代小・中学校、認定こども園で提

供されている、手作りにこだわった絶品給食をぜひ

試食してください。

　取組展では、これまでの取組を映像やポスターで

紹介しますので、試食会に合わせてご覧ください。

●とき

11 月 19 日（日）取組展 10:00 ～ 13:00

　　　　　　　　試食会 11:00 ～ 13:00

●ところ

小代小学校うぐいすホール（ランチルーム）

（小代区実山 100）

●当日の献立（変更となる場合があります）

小代のコシヒカリごはん

特製但馬牛メンチカツ　

香住イカのカミ香美サラダ

ふるさとのめぐみスープ

スイートポテト

●試食代

1 食 300 円（試食会当日に持参してください）

●試食会の申込期限

11 月 10 日（金）17:00 まで

●試食会の申込方法

教育委員会教育総務課教育企画研修室

℡ 0796・94・0101

　氏名、住所、電話番号、試食希望人数を事前に電

話または直接申し込みをしてください。

●その他

・ 食材準備のため、試食会当日の申し込みはできま

せん（先着 200 人）。

・ 香住区中央公民館、村岡区中央公民館および小代

区地域連携センターでも受付をしています。

「日本一のふるさと給食」を食べてみませんか？

▲昨年度のふるさと給食取組展・試食会の様子

●問い合わせ先　町教育委員会こども教育課

オープンスクールのお知らせオープンスクールのお知らせ

　前号の広報「ふるさと香美」で紹介したオープン

スクールについて、今年度の各学校園所の日程など

を次ページのとおりお知らせします。

　地域の皆さん、ぜひお越しください。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

こちら
香美町役場
神戸営業所です
　皆さん、こんにちは。香美町役場神戸営業所

の北村です。

　連載第 5回目は今年度、香美町の美しい風

景を題材にした観光ポスターの作成について、

お話させていただきます。

　これまで本町の観光ポスターやパンフレットに登

場してくる素材は「但馬牛」「松葉ガニ」「香住ガニ」

などに代表されるグルメ食材が大半でした。

　香美町は確かに食材の町であり、その部分におい

ては日本でも有数の魅力ある場所と考えています。

　ただ、香美町は「景観の美しさ」においても日本

有数の魅力を持つ場所であるとも考えています。

　今回、これまでとは少し趣向をかえて、本町の美

しい風景を題材としたポスターを作成することにな

りました。メインターゲットは都市部で生活する

20 ～ 40 代の女性です。都市部で毎日の仕事に追

われ、日々疲れている女性に向けて「香美町に来て

癒されませんか」というメッセージを送る作品に仕

上げたいと考えています。

　そのために、影響力のある強いメッセージを書い

ていただく必要がありました。　

　多くの世代の女性から支持を得ており、「対岸の

彼女」で直木賞を受賞、その他の作品も映画化され

るなど世間的な認知度の高い作家「角田光代」さん

にポスターエッセーの執筆をお願いすることになり

ました。

　香美町の美しい風景写真と角田さんのエッセイが

大きな化学反応を起こし、多くの人の胸に響くポス

ターにしたいと考えています。

　本町のような小さな自治体が著名作家のチカラを

借りて、全国的な認知を獲得しようという今回の試

みは、角田さんからも「意欲的な取組」と評価をい

ただいており「第 66回日本観光ポスターコンクー

ル」での入賞を目指して現在作成中です。

　今回作成する観光ポスターが日本観光ポスターコ

ンクールで入賞し、全国の主要駅で張り出されるこ

とで香美町の認知が向上し、多くの観光客が訪れる

キッカケになる。そのことを目標にポスター作成に

臨んでいます。

▲ポスターの撮影地を訪れる角田さん（写真中央）

校園所名 期　間 主な行事
奥佐津小学校 10/16（月）～ 20（金）　18（水）は除く 10/19（木）持久走大会、10/20（金）クラブ活動

佐津小学校 10/29（日）、11/1（水）・2（木） 10/29（日）学習発表会、11/2（木）人権映画会・校内マラソン大会・給食試食会

柴山小学校 10/31（火）～ 11/2（木） 11/2（木）校内持久走記録会

香住小学校 10/25（水） PTA人権講演会、11/1（水）持久走大会、11/17( 金）音楽会、2/23（金）杉の子発表会

長井小学校 11/6（月）～ 8（水） 10/29（日）学習発表会

余部小学校 10/24（火）～ 29（日）　28（土）は除く 10/29（日）学習発表会

村岡小学校 10/25（水） 校内マラソン大会・金管発表会、11/21（火）教育環境会議、給食試食会

兎塚小学校 1/17（水） 1.17 に学ぶ、11/29（水）食育研究大会、11/14（火）長距離走記録会

射添小学校 10/26（木） 校内マラソン大会・金管演奏・PTA親子学習会

小代小学校 11/1（水）・2（木）・6（月） 11/1（水）マラソン記録会

香住第一中学校 11/9（木）～ 12（日） 11/12（日）文化祭

香住第二中学校 11/4（土）・8（水）・9（木） 11/4（土）文化祭

村岡中学校 10/31（火）～ 11/3（金） 11/3（金）文化祭

小代中学校 11/1（水）～ 3（金） 11/3（金）文化祭、第 2回 11/21（火）～ 11/22（水）

奥佐津幼稚園 10/16（月）～ 20（金）　18（水）は除く 10/16（月）わくわく交流会、10/17（火）にこにこの会

佐津幼稚園 10/29（日）、11/1（水）・2（木） 10/29（日）学習発表会、11/1（水）さづっこ広場・防火教室、11/2（木）給食試食会

柴山幼稚園 10/31（火）～ 11/2（木） 平常保育の様子

香住幼稚園 11/22（水） 親子クリスマスリース作り、講演会、発表会

長井幼稚園 11/6（月）～ 8（水） 11/7（火）わくわく交流会、11/8（水）高齢者との交流会、10/29（日）学習発表会

余部幼稚園 10/24（火）～ 29（日）　28（土）は除く 10/25（水）高齢者との交流会、10/29（日）学習発表会

村岡幼稚園 10/25（水） 校内マラソン大会、11/21（火）教育環境会議

うづか幼稚園 1/17（水） 1.17 に学ぶ、11/14（火）親子体操教室・長距離走記録会

射添幼稚園 10/26（木） 祖父母参観日

小代認定こども園 10/26（木）・27（金） 10/26（木）祖父母交流会

柴山保育所 11/1（水）・2（木） 平常保育の様子

■平成 29 年度香美町オープンスクールなどの予定
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第
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美
方
郡
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大
会

　

災
害
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時
に
「
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の
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自
ら
で
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る
」「
自
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は
皆
で
守
る
」
た
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め
、
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、
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、
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練
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台
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た
、
役
場
本
庁
舎
に
設
け

ら
れ
た
町
災
害
対
策
本
部
で
は
、
電
話
網
が

使
用
で
き
な
い
場
合
の
情
報
収
集
・
伝
達
の

手
段
に
つ
い
て
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
や
消

防
・
防
災
行
政
無
線
の
活
用
な
ど
多
様
な
連

絡
手
段
の
確
認
を
行
い
な
が
ら
、
参
加
団
体

と
連
携
し
「
公
助
」
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
分
駐
所
や
２
次
避
難
所
・
福

祉
避
難
所
の
開
設
を
行
い
、
本
番
さ
な
が
ら

の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

終
わ
り
に

　

こ
の
訓
練
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
て
各
自
主
防
災
会
、

香
美
町
消
防
団
、
美
方
広
域
消
防
本
部
、
美

方
警
察
署
、
香
住
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ

な
ど
多
く
の
団
体
・
関
係
機
関
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

▲ 2次避難所で健康チェックを受ける訓谷区の皆さん

　

消
防
団
員
は
町
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産

を
守
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
訓
練
を
重
ね
て

い
ま
す
。

　

２
年
に
１
度
行
わ
れ
る
消
防
操
法
大
会
は

「
水
出
し
操
法
」
を
行
い
、
消
防
技
術
の
向

上
と
士
気
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
消
防

活
動
の
充
実
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
２
日
（
土
）、
香
住
漁
港
東
港
で
、

香
住
・
村
岡
・
小
代
の
各
支
団
の
代
表
分
団

が
第
15
回
美
方
郡
消
防
操
法
大
会
に
挑
み
ま

し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
多
く
の
来
賓
や
関
係
者
、

そ
し
て
家
族
が
見
守
る
中
で
行
わ
れ
、
選
手

が
流
し
て
き
た
汗
と
積
み
重
ね
て
き
た
努
力

の
成
果
を
披
露
。
来
場
者
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
は
、
香
住
支
団

香
住
第
２
分
団
が
優
勝
、
ポ
ン
プ
車
操
法
は
、

香
住
支
団
香
住
特
設
分
団
が
準
優
勝
で
し
た
。
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飲
酒
習
慣
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う

心
身
に
影
響
を
及
ぼ
す
ア
ル
コ
ー
ル

お
酒
を
飲
む
と
よ
く
眠
れ
る
？

ア
ル
コ
ー
ル
と
上
手
に
付
き
合
う
た
め
に

お
酒
に
強
く
て
も
危
険
性
は
変
わ
ら
な
い
！

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

お
酒
と
の
付
き
合
い
方
、

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

　

あ
な
た
や
あ
な
た
の
周
り
の
人
は
お
酒
と

上
手
に
付
き
合
っ
て
い
ま
す
か
。
平
成
27
年

度
に
町
ぐ
る
み
総
合
健
診
を
受
診
し
た
男
性

の
57
・
３
％
が
毎
日
飲
酒
し
て
お
り
、
全
国

平
均
の
45
・
８
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま

す
。

　

毎
日
飲
酒
す
る
人
は
血
圧
や
血
糖
値
の
高

い
人
が
多
い
傾
向
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

□ 

毎
日
お
酒
を
飲
み
、
休
肝
日
が
ほ
と
ん
ど
な
い

□ 

１
日
に
日
本
酒
２
合
（
ビ
ー
ル
中
ビ
ン
２

本
）
以
上
飲
む

□ 

お
酒
を
飲
む
と
き
は
、
つ
ま
み
は
あ
ま
り

食
べ
な
い

□
二
日
酔
い
の
回
数
が
増
え
た

□
お
酒
を
飲
む
ペ
ー
ス
が
早
い
と
い
わ
れ
る

□ 

お
酒
を
飲
ん
で
、
記
憶
を
な
く
し
た
こ
と

が
あ
る

□ 

休
日
に
は
、
昼
間
か
ら
お
酒
を
飲
む
こ
と

が
多
い

□
飲
み
す
ぎ
て
肝
機
能
が
悪
く
な
っ
た

　

当
て
は
ま
る
項
目
が
多
い
ほ
ど
、
ア
ル

　

お
酒
は
適
量
を
楽
し
く
飲
め
ば
、
ス
ト
レ

ス
の
解
消
や
人
間
関
係
の
円
滑
化
に
も
有
効

で
す
。
し
か
し
、
多
量
の
お
酒
を
長
期
間
飲

み
続
け
る
と
、
次
の
よ
う
な
心
身
へ
の
悪
影

響
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
肝
機
能
障
害
（
脂
肪
肝
・
肝
炎
・
肝
硬
変
）

●
肥
満
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
が
ん
な
ど

●
胃
炎
、
す
い
炎
な
ど
消
化
器
系
の
病
気

●
脳
の
萎
縮
や
認
知
機
能
障
害

● 

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、
睡
眠
障
害
、
う
つ

病
な
ど
の
精
神
障
害

　

お
酒
に
強
い
体
質
の
人
で
も
、
ア
ル
コ
ー

ル
が
心
身
に
お
よ
ぼ
す
影
響
は
、
お
酒
に
弱

い
人
と
同
じ
で
す
。
多
量
の
飲
酒
を
続
け
れ

ば
、
肝
臓
病
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る

危
険
性
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

お
酒
を
飲
む
と
す
ぐ
眠
く
な
る
と
い
う
人

が
い
ま
す
。
確
か
に
お
酒
に
は
入
眠
効
果
が

あ
り
ま
す
が
、
寝
る
前
に
お
酒
を
飲
む
生
活

を
続
け
る
と
本
来
の
睡
眠
パ
タ
ー
ン
が
崩
れ

　

成
人
男
性
の
場
合
、
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
を

１
日
20
グ
ラ
ム
（
日
本
酒
１
合
相
当
）
以
内

に
抑
え
る
こ
と
を
心
が
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

日
本
酒
１
合
に
相
当
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
が
含

ま
れ
る
目
安

※ 
女
性
や
高
齢
者
、
少
量
の
飲
酒
で
顔
が
赤

く
な
る
人
は
、
こ
れ
よ
り
少
な
い
量
が
目

安
に
な
り
ま
す
。

て
眠
り
が
浅
く
な
り
、
睡
眠
の
質
は
低
下
し

て
い
き
ま
す
。
寝
つ
き
を
よ
く
す
る
た
め
の

飲
酒
は
控
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
的
に
飲
み
続
け
る
た
め
に
、
酒
量
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
飲
み
方
に
も
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

① 

周
囲
の
人
に
無
理
に
勧
め
ず
、
楽
し
く
飲

み
ま
し
ょ
う
。

②
強
い
お
酒
は
薄
め
て
飲
み
ま
し
ょ
う
。

③ 

だ
ら
だ
ら
と
飲
み
続
け
ず
、
時
間
を
区

切
っ
て
飲
み
ま
し
ょ
う
。

④ 

肝
臓
を
適
度
に
休
め
て
、
機
能
を
回
復
さ

せ
る
た
め
に
も
、
最
低
週
２
日
は
「
休
肝

日
」
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

⑤ 

お
酒
と
一
緒
に
薬
を
飲
む
と
、
薬
の
効
き

目
が
強
く
な
り
す
ぎ
る
こ
と
が
あ
り
危
険

で
す
。
薬
と
一
緒
に
飲
ま
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

⑥ 

飲
酒
後
の
運
動
や
入
浴
は
、
酔
い
が
回
り

や
す
く
、
血
圧
が
低
下
す
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、

早
め
の
対
策
が
必
要
で
す
。

お
酒
を
飲
む
と
き
は
食
事
を
と
り
な
が
ら

お
酒
を
飲
む
と
き
に
心
掛
け
た
い
こ
と

　

食
事
や
つ
ま
み
を
取
り
な
が
ら
飲
む
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
お
つ
ま
み
を
選
ぶ
と
き
は
、

次
の
こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

● 

タ
ン
パ
ク
質
や
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
を

豊
富
に
含
む
豆
腐
、
き
の
こ
類
、
酢
の
物

は
お
つ
ま
み
に
最
適
で
す
。

● 

濃
い
味
つ
け
は
、
お
酒
の
量
が
す
す
ん
で

し
ま
い
が
ち
で
す
。
あ
っ
さ
り
淡
白
な
味

付
け
の
お
つ
ま
み
を
中
心
に
し
ま
し
ょ
う
。

ビ
ー
ル
（
中
瓶
）
１
本
（
５
０
０
ｍ
ｌ
）

焼
酎

０
・
５
合
（
１
０
０
ｍ
ｌ
）

缶
チ
ュ
ー
ハ
イ

１
缶
（
３
５
０
ｍ
ｌ
）

ウ
イ
ス
キ
ー

ダ
ブ
ル
１
杯
（
60
ｍ
ｌ
）

ワ
イ
ン

グ
ラ
ス
１
・
５
杯
（
１
８
０
ｍ
ｌ
）
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避
難
情
報
発
令
時
に

避
難
情
報
発
令
時
に

と
る
べ
き
行
動
は
？

と
る
べ
き
行
動
は
？

「
家
事
援
助
事
業
」
に
つ
い
て

●問い合
わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

　

こ
の
事
業
は
、
介
護
保
険
制
度
の
も

と
一
定
の
研
修
を
受
け
た
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
、
高
齢
者
の
自

宅
を
訪
問
し
、
掃
除
や
買
い
物
、
調
理

な
ど
日
常
生
活
で
不
自
由
に
な
っ
て
い

る
家
事
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

利
用
対
象
者

① 

要
介
護
認
定
で
要
支
援
１
、
２
の
認

定
を
受
け
た
人

②
事
業
対
象
者
と
判
定
さ
れ
た
人

※ 

事
業
対
象
者
と
は
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
な
ど
で
要
支
援
相
当
と
判
定

さ
れ
た
65
歳
以
上
の
人

利
用
料

※ 

一
定
所
得
以
上
の
人
（
介
護
保
険
負

担
割
合
証
が
２
割
の
人
）
は
料
金
が

２
倍
と
な
り
ま
す
。

※ 

利
用
回
数
は
週
２
回
が
上
限
。
１
回
の

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
時
間
は
１
時
間
以
内

利
用
方
法

　

い
き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
支
援
計
画
）

を
作
成
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

と
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
利
用
頻
度
な
ど
を

調
整
し
ま
す
。

家
事
援
助
ス
タ
ッ
フ
登
録

　

シ
ル
バ
ー
会
員
に
登
録
し
、
家
事
援

助
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
で
き
る
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

「
空
い
て
い
る
時
間
で
何
か
し
た
い
」

「
買
い
物
な
ら
で
き
る
か
も
」「
得
意
な

家
事
を
生
か
し
た
い
」
な
ど
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
、
美
方
郡
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
℡
０
７
９
６
・
99
・

２
８
２
８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問い合わせ先

役場総務課防災安全室

　

皆
さ
ん
は
、
今
年
度
の
香
美
町
総
合
防
災

訓
練
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
か
？

　

参
加
者
に
は
、
町
が
発
令
す
る
避
難
情
報

に
よ
っ
て
避
難
行
動
を
開
始
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
は
じ
め
に
避
難
準
備
・
高
齢
者
等

避
難
開
始
を
発
令
し
、
そ
の
後
に
避
難
勧
告

を
発
令
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
ど
の
段
階
で
避
難
行
動
を
開

始
し
ま
し
た
か
。

　

災
害
の
発
生
が
差
し
迫
り
、
避
難
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
情
報

の
内
容
を
理
解
し
、
慌
て
ず
避
難
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

避難情報の種類 とるべき行動
●避難準備・高齢者等避難開始
　避難勧告や避難指示（緊急）を発令
することが予想される場合

・ 避難に時間を要する人（高齢者、障害のある人、乳
幼児など）とその支援者は避難を開始しましょう。
・その他の人は、避難の準備を整えましょう。

●避難勧告
　災害による被害が予想され、人的被
害が発生する可能性が高まった場合

・速やかに避難場所へ避難しましょう。
・ 外出することでかえって命に危険が及ぶような状況
の場合は、近くの安全な場所への避難や、自宅内の
より安全な場所に避難をしましょう。

●避難指示（緊急）
　災害が発生するなど状況がさらに悪
化し、人的被害の危険性が非常に高
まった場合

・ まだ避難していない人は、緊急に避難場所へ避難を
しましょう。
・ 外出することでかえって命に危険が及ぶような状況
では、近くの安全な場所への避難や、自宅内のより
安全な場所へ避難をしましょう。

区　分 利用料

平日 8時～ 18時 170 円／ 1時間

平日 6時～ 8時
平日 18時～ 22時
土日祝日および年末年始

200 円／ 1時間

初回加算
100 円
（初回のみ）

交通費加算 30円／ 1回

▼利用料

▼町から発令される避難情報には、以下のものがあります
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動物の死骸の動物の死骸の
扱いについて扱いについて

●問い合わせ先　役場町民課

　最近、道路や住宅の敷地内で死んでいる動物の死

骸についての問い合わせが増えています。

　町では、動物の死骸の処理を次のとおりとしてい

ますので、ご理解いただきますようお願いします。

町道で死んでいる場合

　動物の種類・大きさ・場所をお伝えください。特

に場所は具体的な目印などを伝えてください。

※通報者の連絡先などを確認する場合があります。

県道または国道（9号線以外）で死んでいる場合

　新温泉土木事務所道路第２課へ連絡してください。

国道９号線で死んでいる場合

　国土交通省豊岡河川国道事務所八鹿国道維持出張

所へ連絡してください。

民家など個人の敷地内で死んでいる場合

　町では個人の敷地内で死んでいる動物の回収は

行っていません。

　猫などの 20㎏以下の動物の死骸であれば、燃や

すごみの日にごみ袋に入れてごみステーションに出

してください。ごみとして回収します。

※ どこのごみステーションに出したかを役場町民課

へ連絡してください。

▼連絡先

死んでいる場所 連絡先

町道
香住区…役場町民課
村岡区…村岡地域局
小代区…小代地域局

県道または
国道（9号線以外）

新温泉土木事務所道路第 2課
℡ 0796・82・3141

国道 9号線
国土交通省豊岡河川国道事務
所八鹿国道維持出張所
℡ 079・662・3191

民家など個人の敷地内 町では回収を行いません。

　

全
国
に
誇
る
「
但
馬
牛
」
の
原
産
地
と
し

て
、
町
内
産
子
牛
の
資
質
向
上
や
畜
産
農
家

の
生
産
技
術
向
上
な
ど
を
目
指
し
て
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
「
香
美
町
子
牛
品
評
会
」（
町

と
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
が
主
催
）。
そ
の
前
期
の
部

が
８
月
30
日
に
美
方
郡
農
村
総
合
研
修
セ
ン

タ
ー
（
新
温
泉
町
歌
長
）
で
開
催
さ
れ
、
畜

産
農
家
が
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
子
牛
を
出

品
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
12
月
１
日
か
ら
今
年
２
月

28
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
牛
が
対
象
。
雄
・

雌
の
部
に
は
雌
牛
31
頭
、
去
勢
の
部
に
は
16

頭
が
出
品
さ
れ
、
全
国
和
牛
登
録
協
会
の
登

録
審
査
基
準
に
基
づ
き
資
質
、
品
位
、
体
格

な
ど
に
つ
い
て
厳
正
な
審
査
を
受
け
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
雄
・
雌
の
部
の
一
等

一
席
と
去
勢
の
部
の
金
賞
一
席
に
選
ば
れ
た

上
田
伸
也
さ
ん
は
「
若
い
ス
タ
ッ
フ
が
暑
い

時
期
に
頑
張
っ
た
成
果
が
出
て
う
れ
し
い
で

す
。
上
位
に
入
っ
た
牛
は
繁
殖
素
牛
と
し
て

育
て
て
い
き
た
い
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

今
年
３
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
子
牛
を
対
象
と
す
る
同
品
評
会 

後

期
の
部
は
、
11
月
２
日
に
開
催
す
る
予
定
で

す
。

 

豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
「
但
馬
牛
」
の
伝
統
を
後
世
に
…　

　

第
13
回
香
美
町
子
牛
品
評
会 

前
期
の
部

▲【雄・雌の部 一等一席】「うえだ 382」

主な受賞牛 （賞、名号、畜主名、産地の順、敬称略）

雄
・
雌
の
部

一等一席 うえだ 382 上田伸也 村岡区宿
同二席 はるきく 2 小林一樹 小代区貫田
同三席 うえだ 406 上田伸也 村岡区宿
同四席 めやとき 今井正人 小代区秋岡
同五席 みやひめ 中村まゆみ 小代区東垣

去
勢
の
部

金賞一席 上田 454 上田伸也 村岡区宿
同二席 福鶴芳 井上哲也 村岡区熊波
同三席 上田 341 上田伸也 村岡区宿
同四席 佳悠 谷渕侑生 村岡区長瀬
同五席 美津芳 中村まゆみ 小代区東垣
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

■
編
集
後
記
■

　

香
住
に
は
、
40
歳
に
な

る
と
同
級
生
の
会
が
活
動

的
に
な
り
ま
す
。
厄
除
け

の
立
木
参
り
や
秋
祭
り
で

の
榊
か
き
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
そ
れ
ぞ
れ
春
と
秋

に
あ
り
、
同
級
生
で
参
加

し
ま
す
。

　

特
に
秋
の
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
終
了
後
に
は
、
演

芸
大
会
が
あ
り
、
学
年
ご

と
に
出
し
物
を
し
ま
す
。

　

今
流
行
り
の
お
笑
い
芸

人
の
真
似
を
す
る
学
年
や

昔
懐
か
し
い
ア
イ
ド
ル
の

ダ
ン
ス
を
す
る
学
年
な
ど
、

ど
の
学
年
も
趣
向
を
凝
ら

し
た
出
し
物
を
し
ま
す
。

　

今
年
は
ど
ん
な
出
し
物

が
見
れ
る
の
か
、
今
か
ら

楽
し
み
で
す
。

　

同
級
生
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
楽
し
み
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。　
　
　

（
木
）

文文  

芸芸  

かか  

みみ

香
美
町
高
齢
者
大
学「
そ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
」

香
美
町
高
齢
者
大
学「
そ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
」

〜 

俳
句
講
座 

〜　

選
者 

岩
崎 

鳥
衣

〜 

短
歌
講
座 

〜　

選
者 

有
本 

倶
子

姪
っ
子
は
来
年
大
学
生
と
い
う
置
い
て
き
ぼ
り
に
な

る
夜
長
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
本
さ
や
か

歌
ひ
と
つ
な
り
て
う
れ
し
や
厨
辺
に
菜
切
る
リ
ズ
ム

も
軽
や
か
に
な
り　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
惠
子

終
活
を
友
ら
と
集
い
て
笑
い
合
う
思
い
出
し
た
り
忘

れ
た
り
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
岡
良
子

雨
降
り
て
肌
寒
き
夜
は
ふ
と
ん
一
枚
プ
ラ
ス
し
て
ぬ

く
も
り
も
ら
い
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
美
栄
子

笹
竹
に
顔
な
で
ら
れ
つ
車
椅
子
祭
見
に
行
く
心
は
ず

み
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本
弘
子

何
時
ま
で
も
元
気
で
い
て
ね
と
肩
た
た
き
笑
顔
残
し

て
友
帰
り
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
富
美
子

お
も
し
ろ
い
と
か
く
こ
の
世
は
お
も
し
ろ
い
老
い
て

た
ま
る
か
枯
れ
て
も
だ
め
だ　
　
　
　

田
中
良
治

幼
き
日
ラ
ヂ
オ
に
聴
き
し
終
戦
日
の
玉
音
放
送
今
も

忘
れ
得
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
瀬
ト
シ

熊
よ
け
の
鈴
を
鳴
ら
し
て
帰
り
来
る
過
疎
の
地
生
ま

れ
の
大
事
な
子
ら
よ　
　
　
　
　
　
　

吉
村
栄
子

陽
の
差
さ
ぬ
道
ば
か
り
兄
は
歩
み
き
て
た
っ
た
独
り

で
逝
き
て
し
ま
へ
り　
　
　
　
　
　
　

選
者

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

小
さ
き
灯
頼
り
に
人
寄
る
夜
長
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
崎
鳥
衣

間
引
菜
を
ざ
る
に
泳
が
せ
谷
の
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
内
綾
子

色
増
し
て
葉
が
く
れ
の
柿
高
き
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸
本
文
枝

淋
し
さ
が
残
る
闇
夜
の
虫
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
垣
博
子

幼
子
の
は
っ
ぴ
も
愛
ら
し
秋
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
し
ず
子

秋
雨
に
田
畑
思
い
つ
籠
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

道
子

魅
せ
ら
る
る
花
と
も
穂
と
も
吾
亦
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
根
富
子

　

豊
岡
年
金
事
務
所
が
出
張
年
金
相
談
窓
口
を

実
施
し
ま
す
。
相
談
に
は
、
年
金
手
帳
な
ど
の

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
代
理
で
お
越
し
に
な
る
場
合
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証

な
ど
）
が
必
要
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
完
全
予
約
制
で
実
施
し
ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
前
日
ま
で
に
豊
岡

年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室
へ
電
話
で
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

と
き

　

11
月
９
日
（
木
）
10
時
〜
16
時

と
こ
ろ

　

村
岡
地
域
局

予
約
時
の
豊
岡
年
金
事
務
所
連
絡
先

　

℡ 

０
７
９
６
・
22
・
０
９
４
８

　

（
音
声
案
内
２
番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
）

前
日
ま
で
に
ご
予
約
を

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
課
・
各
地
域
局

　

豊
岡
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

出
張
年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 29年 9月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　℡ 0796・36・0136

※ このコーナーは、先月（8/21 ～ 9/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（敬称略）

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（8/21 ～ 9/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（敬称略）

お悔やみ申し上げます

まちのうごき

人　口

　男　

　女　

世帯数

カッコ内は前月比

15）

13）

2）

2）

（平成 29 年 9月 1日現在）

18,297 人（－

8,746 人（－

9,551 人（－

  6,655 世帯（＋

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　

第
23
回
八
幡
山
芸
術
祭
が
行
わ
れ
、

町
民
ら
約
２
０
０
人
が
ラ
イ
ブ
を
満

喫
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
実
力
派
シ
ン

ガ
ー
の
井
手
麻
理
子
さ
ん
と
ソ
ウ
ル

シ
ン
ガ
ー
で
ギ
タ
リ
ス
ト
の
中
沢
ノ

ブ
ヨ
シ
さ
ん
が
共
演
。

　

ま
た
、
村
岡
高
校
の
生
徒
に
よ
る

「
創
造
の
丘 

八
幡
山
彫
刻
公
園
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
展
示
な
ど
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
参
加
し
た
山
本
ル
リ

子
さ
ん
は
「
お
昼
の
野
外
ラ
イ
ブ
は

と
て
も
雰
囲
気
が
良
く
、
最
高
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
」
と
楽
し
そ
う
に

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

へ
き
地
医
療
の
認
識
を
深
め
、
勤

務
の
動
機
づ
け
、
へ
き
地
の
公
立
病

院
の
役
割
な
ど
地
域
医
療
を
学
ぼ
う

と
「
地
域
医
療
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
２
０

１
７
ｉ
ｎ
香
住
病
院　

住
民
交
流
会

〜
香
住
病
院
ト
ー
ク
＆
ト
ー
ク
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
神
戸
大
学
な
ど

の
医
学
生
10
人
が
17
日
か
ら
19
日
ま

で
行
う
香
住
病
院
で
の
研
修
の
一
環

と
し
て
開
催
。
約
80
人
の
町
民
と
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

研
修
生
は
「
町
民
と
意
見
交
換
を

す
る
こ
と
は
病
院
へ
の
理
解
に
つ
な

が
る
。
い
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し

た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

鎮
守
の
森
の
野
外
ラ
イ
ブ

地
域
医
療
を
学
ぼ
う

８
月
26
日
、
八
幡
山
公
園

８
月
17
日
、
香
住
文
化
会
館

▲野外ライブで会場を盛り上げる井出さんと中沢さん

▲健康講座を行う研修生の皆さん

▲野外ライブで会場を盛り上げる井出さんと中沢さん

▲健康講座を行う研修生の皆さん

　

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

自
動
車
整
備
士
の
持
つ
プ
ロ
の
技
術

を
生
か
し
、
車
い
す
の
点
検
整
備
や

清
掃
活
動
を
香
住
区
自
動
車
整
備
業

組
合
（
中
井
聡
会
長
）
が
実
施
し
ま

し
た
。

　

同
組
合
の
７
人
の
整
備
士
が
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ほ
ほ
え
み
と
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
が
や
き
で
使
用
さ

れ
て
い
る
車
い
す
26
台
を
点
検
。

　

同
セ
ン
タ
ー
ほ
ほ
え
み
の
管
理
者

の
青
山
文
博
さ
ん
は
「
毎
年
、
点
検

し
て
い
た
だ
き
、
安
心
し
て
使
用
し

て
い
ま
す
。
車
い
す
の
利
用
者
も
増

え
て
い
る
の
で
、感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

安
心
し
て
利
用
で
き
ま
す

８
月
24
日
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ほ
ほ
え
み

▲車いすの点検、清掃を行う整備士の皆さん▲車いすの点検 清掃を行う整備士の皆さん

　

射
添
地
区
の
地
域
活
性
化
と
古
く

か
ら
継
承
さ
れ
て
い
る
芸
踊
り
な
ど

郷
土
芸
能
を
継
承
し
よ
う
と
第
23
回

射
添
地
区
伝
統
芸
能
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

新
し
く
新
調
さ
れ
た
や
ぐ
ら
を
囲

み
、
川
会
区
の
「
川
會
山
長
楽
寺
仁

王
門
の
決
斗
」、
高
津
区
の
「
決
闘

お
た
ん
手
掛
け
松
」、長
板
区
の
「
大

菩
薩
峠 

暁
の
決
斗
」
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

川
会
区
の
芸
踊
り
に
初
め
て
参
加

し
た
南
垣
波は

の

ん音
さ
ん
（
９
歳
）
は
「
緊

張
し
た
け
ど
、
失
敗
せ
ず
に
上
手
に

で
き
ま
し
た
」
と
嬉
し
そ
う
に
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

郷
土
芸
能
を
継
承
す
る
た
め
に

８
月
19
日
、
射
添
グ
ラ
ウ
ン
ド

▲芸踊りを披露する役者の皆さん▲芸踊りを披露する役者の皆さん
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「
人
権
文
化
を
す
す
め
る
町
民
運

動
」
の
一
環
と
し
て
町
人
権
教
育
研

究
協
議
会
小
代
支
部
な
ど
が
「
人
権

講
演
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
落
語
家
の
林
家
笑え

み
ま
る丸

さ

ん
を
講
師
に
迎
え
「
プ
ロ
の
舞
台
人

の
芸
の
修
行
と
人
育
て
か
ら
学
ぶ
人

権
〜
人
間
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
思
い
や
り
を
身
に
つ
け
る
〜
」

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

林
家
さ
ん
は
落
語
や
紙
切
り
、
後

ろ
向
き
で
踊
る
舞
踊
「
後
ろ
面
」
な

ど
を
交
え
「
こ
れ
ま
で
の
芸
の
修
行

を
通
じ
て
、
周
り
に
感
謝
す
る
こ
と
、

人
の
い
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
こ
と

を
学
ん
だ
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

「
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
運

動
」
を
テ
ー
マ
に
、
家
庭
で
も
実
践

で
き
る
椅
子
を
使
っ
た
運
動
を
体
験

し
て
も
ら
お
う
と
香
美
町
生
き
活
き

健
康
講
座
の
公
開
講
座
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
講
座
は
食
生
活
改
善
推
進
員

（
い
ず
み
会
）
の
養
成
講
座
と
し
て
、

生
涯
を
通
じ
た
食
育
や
健
康
づ
く
り

を
学
ん
で
い
た
だ
く
も
の
。

　

講
座
に
参
加
し
て
い
る
久
保
友と

も

み美

さ
ん
は
「
普
段
運
動
を
す
る
機
会
が

な
い
の
で
良
か
っ
た
。
と
て
も
分
か

り
や
す
く
、
簡
単
で
、
音
楽
に
合
わ

せ
て
楽
し
く
で
き
ま
し
た
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
・
山
陰
近

畿
自
動
車
道
早
期
実
現
促
進
大
会
が
、

香
美
町
山
陰
近
畿
自
動
車
道
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
な
ど
で
構
成
す
る
実

行
委
員
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
、
但

馬
３
市
２
町
の
住
民
約
千
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
本
町
の
天

神
破
魔
太
鼓
保
存
会
が
和
太
鼓
演
奏

を
披
露
。
そ
の
後
、
全
線
早
期
整
備

を
推
進
す
る
た
め
の
決
議
案
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
土
交
通
省
技
監
の
森
昌

文
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
「
地
域
活
性

化
に
向
け
た
道
路
の
活
用
策
」
と
題

し
て
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
震
や
豪
雨
に
伴
う
災
害
に
備
え
、

赤
十
字
奉
仕
団
の
災
害
救
護
活
動
の

充
実
を
図
り
、
奉
仕
団
員
の
防
災
意

識
の
向
上
を
め
ざ
そ
う
と
香
美
町
赤

十
字
奉
仕
団
災
害
救
護
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
日
本
赤
十
字
社
兵
庫
県
支

部
の
指
導
の
も
と
、
三
角
巾
を
使
っ

た
手
当
講
習
や
テ
ン
ト
設
営
訓
練
、

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

を
使
っ
た
訓
練
な
ど
を
実
施
。

　

訓
練
に
参
加
し
た
同
奉
仕
団
員
の

西
川
真
由
美
さ
ん
は
「
訓
練
を
通
し

て
幅
広
い
年
代
に
防
災
の
意
識
が
広

が
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

芸
の
修
行
で
学
ん
だ
こ
と

生
活
習
慣
病
を
予
防

全
区
間
の
早
期
実
現
に
向
け

防
災
意
識
の
向
上
を
目
指
し

８
月
26
日
、
小
代
区
総
合
セ
ン
タ
ー

８
月
30
日
、
香
住
文
化
会
館

９
月
２
日
、
豊
岡
市
民
会
館

９
月
２
日
、
香
住
文
化
会
館

▲落語や紙切りなどを交え講演をする林家さん

▲椅子を使った運動をする参加者の皆さん

▲三角巾を使った手当を実施する奉仕団員の皆さん

▲落語や紙切りなどを交え講演をする林家さん

▲椅子を使った運動をする参加者の皆さん

▲三角巾を使った手当を実施する奉仕団員の皆さん

　

「
人
権
文
化
を
す
す
め
る
町
民
運

動
」
の
一
環
と
し
て
町
人
権
教
育
研

究
協
議
会
村
岡
支
部
な
ど
が
「
人
権

講
演
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
ラ
ジ
オ
関
西
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
の
羽
川
英
樹
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
「
言
葉
ひ
と
つ
で
こ
う
変
わ
る

〜
ふ
れ
あ
い
、
つ
な
が
り
、
励
ま
し

あ
い
〜
」
と
題
し
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

羽
川
さ
ん
は
人
に
伝
え
る
た
め
の

三
原
則
な
ど
を
交
え
「
心
の
病
か
ら

職
場
復
帰
し
た
人
に
は
、
余
計
な
気

遣
い
の
言
葉
よ
り
も
普
通
に
接
す
る

こ
と
が
大
事
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

言
葉
ひ
と
つ
で
こ
う
変
わ
る

９
月
３
日
、
村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▲和太鼓演奏を披露する天神破魔太鼓保存会の皆さん

▲人に伝えるための三原則などを交え講演する羽川さん▲人に伝えるための三原則などを交え講演する羽川さん
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役場各課など
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〒
669 -6592　

兵
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美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
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36・
3809

電
子
メ
ー
ル
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ホ
ー
ム
ペ
ー
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http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　 消費生活センター　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

行政放送が聞き取れなかった

場合はお電話ください。
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ふ
る
さ
と
香
美
（
第
151

号
）
平
成
29
年
10
月
12
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

香美町地域おこし協力隊 日記香美町地域おこし協力隊 日記
第７話

　「香美町の地域おこし協力隊っていつもどこで何し

てるの？」

　そんな質問に答えるため協力隊メンバーの日々の活

動や暮らしを毎月交代でお知らせします。

　こんにちは。香美町地域おこし協力隊の鈴木俊
と し や

哉で

す。

　今回は、但馬漁業協同組合で活動する私の 1日の

主な業務内容や今後の目標などについて紹介したいと

思います。
▲鈴木隊員

▲商品の取り扱い店舗で聞き取りをする鈴木隊員

Ｑ
．
１
日
の
主
な
業
務
の
流
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
．
普
段
は
８
時
前
に
出
勤
し
ま
す
が
、
魚
の
写
真
が
欲

し
い
と
き
な
ど
は
６
時
か
ら
始
ま
る
競
り
に
合
わ
せ
て
出

勤
し
ま
す
。
そ
の
後
、
本
日
の
お
す
す
め
の
刺
身
と
鮮
魚

を
ウ
エ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
に
書
い
て
、
直
売
店
（
遊
魚
館
）

の
開
店
準
備
を
し
ま
す
。

　

午
後
か
ら
は
、
漁
協
が
開
発
し
た
商
品
の
取
り
扱
い
店

舗
や
民
宿
を
訪
問
し
、
在
庫
の
確
認
や
要
望
な
ど
を
聞
き

取
り
ま
す
。

Ｑ
．
今
後
、
取
り
組
ん
で
み
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ 
．
競
り
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
で
す
。

　

初
め
て
競
り
を
見
た
と
き
は
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
、

何
を
ど
の
単
位
で
競
っ
て
い
る
の
か
全
く
分
か
ら
ず
衝
撃

的
で
し
た
。
活
気
が
あ
り
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
競
り
落
と

さ
れ
て
い
く
光
景
は
見
て
い
て
と
て
も
面
白
い
も
の
で
、

こ
の
様
子
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
発
信
し
た
い
で
す
。

Ｑ
．
３
年
の
任
期
満
了
後
の
目
標
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ 

．
今
年
の
８
月
で
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
任
期
満
了
後

も
香
住
の
水
産
業
、
香
美
町
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
で

す
が
、
ま
だ
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
香
住
が
活

気
づ
く
冬
を
も
う
一
度
経
験
し
て
、
来
年
の
春
ま
で
に

は
自
分
な
り
の
考
え
を
ま
と
め
た
い
で
す
。

▲直売店の開店準備をする鈴木隊員

　遊魚館 jf 但馬直売店のフェイスブック

で、新鮮な刺し身や鮮魚など「今日のさか

な」や直売店ならではの旬な魚の情報をリ

アルタイムに発信しています。

　たくさんのいいね！をお待ちしています。

遊魚館 jf 但馬直売店


